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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

日本ダンス大会
狛高ダンス部が特別賞
都立狛江高等学校ダンス部
が、6月5日に神奈川県民ホー
ルで開催された第4回日本ダ
ンス大会（日本ダンス技能向
上委員会主催、スポーツ庁ほ
か後援）でスポンサー特別賞
を獲得した。
大会には、全国からビデオ
による一次審査を通過した高
校部活チーム45校が参加、
ダンススキル、構成力、協調
性などを競い合った。狛江高
校は昨年、第3回大会で10位
に入賞して大会へのシード権
を獲得、4回連続の出場を果
たした。大会では、前部長の
馬場郁美さんら3年生17人が
ステージで息の合ったダンス
を披露、前回を上回る成績を
収めた。
馬場さんらは「大会に出る
ために3年生の6月まで部活を
続け、猛練習に励みました。
4月の全日本高校生ダンス部
コンペティション全国決勝には
39人が出場したので、振り付
けの変更などがあり、苦労し
ました。来年度の大会のシー
ド権が連続して得られたので、

後輩たちにはぜひ
がんばってほしい
です」と話してい
た。

同校ダンス部は、昭和48
年の創立時から活動を続けて
おり、現在94人が所属、ダ
ンス大会やコンテストに出場し
優秀な成績を収めている。

2カ所目のこども食堂
11日にオープン

市内で２カ所目のこども食
堂が１１ にオープンする。
南部地域センターなどで高
齢者会食会のボランティアを
していた市民12人が、高齢
者だけでなく、子どもたちに
も支援の手を差し伸べようと、
こども食堂の開設を思い立ち、
「こどもの多摩里食堂」（西尾
圭代表）を結成した。
子どもから高齢者まで幅広
い年代が集まり、安心して過
ごせる場所をつくることを目的
に、5月から準備を進め、狛
江市社会福祉協議会の後援も
受けた。
東和泉2-9-11の多摩里（会
員の中山友子さん宅）で月1
回、第２木曜日午後4時に幼
児から小学生の親子を対象に
開設、大学生などのボランテ
ィアによる遊びや学習タイム
の後、午後6時30分まで夕食

を安価で提供する。
参加は前日までに申し込む。
申し込み・問い合わせ☎
090-5527-3132西尾さん。

19日に灯ろう流し
夜の多摩川彩る

多摩川灯ろう流し（多摩川
灯ろう流し実行委員会主催、
狛江市観光協会後援）が19日
後6時30分から多摩水道

橋下流で催される。
この灯ろう流しは、世界平
和と環境保全を祈って屋形舟
から数百基の灯ろうを川に流
すもの。
灯ろうは1基1,000円で、
申し込みを18
６カ所の寺院で受け付けるほ

か、当日会場で午後４時から
6時まで受け付ける。雨天の
場合は20 。
問い合わせは☎3489-
8440圓住院内多摩川灯ろう
流し実行委員会事務局。

狛江高校ダンス部

昨年の灯ろう流し

大ホール使って演奏体験
学校協力支援事業に6校

音楽の街－狛江 エコルマ企画委員
会が平成21年度から学校協力支援
事業として市内の学校の音楽教育活
動の支援を行っている。
ことしは市内の小・中・高校６校が
参加、エコルマホールのホールを使っ
て、合唱や器楽などの練習を行い、
大きな舞台での体験を通して演奏技
術や精神力の向上
などに役立てる。
7月21日には都
立狛江高等学校箏

曲部が、8月2
に催される

第40回全国高
等学校総合文
化祭日本音楽部門に出場するための
舞台練習を行った。参加した大川那
央部長ら24人の部員たちは「広いホ
ールで練習でき、本番に向けて良い
経験になりました。ことしは総文出場
20回目なので、ぜひ良い成績をあげ
たい」と意気込んでいた。

音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋

狛江古代カップ多摩川いかだレース
手作りいかだ96艇が参加

狛江市の夏の名物イベント「狛江古代カップ第26回多摩川
いかだレース」（いかだレース実行委員会主催）が7月17日に
催され、市内や多摩川流域など21の地域から自作のいかだ
96艇が参加した。
参加者たちは精一杯の力漕でタイムを競ったり、アイデアを
凝らしたいかだに仮装して乗り組んでのんびり川を下るなど、
思い思いにレースを楽しんだ。
レースの結果は、いかだの出来栄えやアイデアを競う企画

部門の最優秀企画賞に
南生田中学校美術部＆
南生田パパロール隊コラ
ボチーム、タイムレース
部門はハートフルおやじ
ファミリー号が10分8秒
で3連覇を果たした。川を下る手作りいかだ

するほか、世田谷区大蔵に国立成育医
療センターもあり、狛江市の子どもたち

は緊急時にも
充実した小児
医療を受ける
ことができま
す。小児科
医の間では
狛江は小児
医療が充実し
た地域として

高い評価を受けています」
「会員向けには、地域で常に最新の医
療を届けられるよう、各方面の専門の先
生をお招きして勉強する学術講演会を毎
月開いています。今後は、在宅医療や
地域包括ケアの充実をめざすと同時に、

生活習慣を見直し、健康に年齢を重ねら
れる予防医学と、災害時の地域救急医
療の充実に取り組んでいきたいと考えて
います。狛江市には基幹病院の慈恵第
三病院があるので、行政と慈恵第三病
院、そして各医療機関の連携をさらに深
めていけるように、医師会全体で努力し
たいと考えています」

石戸谷尚子さんの横顔＝渋谷区生ま
れ。中学時代に調布市へ転居、調布市

立第三中学校、東京学芸大学附
属高校を経て徳島大学医学部に
進学。卒業後は昭和56年に東
京慈恵会医科大学附属病院小児
科に入局、都立母子保健院、慈

恵第三病院に勤務。平成7年に狛江市
で石戸谷小児科を開業、同時に狛江市
医師会に入会。現在、2人の子どもは独
立、医師の夫と調布市に住む。趣味は
多分野の読書と15年前から始めたラン
ニング。

地域医療の核として市民の生命を守
るためさまざまな活動を行っている公益
社団法人 狛江市医師会会長の石戸谷尚
子さん(59)に話を聞いた。

「狛江市医師会は、市内で開業している
医師で構成する学術専門団体です。昭
和21年に発足し、51年に一般社団法
人となりました。私は副会長を経て平成
25年4月に、法人化してから14代目
会長に就任し、現在2期目です。医師
会には41の医療機関に勤める医師53
人が所属しており、他市に比べて加盟率
は高いと思います」
「医師会では、市民が健康で安全な生
活を過ごせるよう行政と連携してさまざ
まな活動を行っています。代表的なもの
は、平成８年からあいとぴあセンター2
階で実施している休日応急診療です。医
師会に入っている医師が内科系、外科
系に分かれ、当番制で休日の昼間に急
患の診察をしています。このほか、当番
制で市民健康相談、市の委託で予防接
種や狛江市国民健康保険加入者のため
の特定健診・特定保健指導、医師会主
催市民講座などを行っています」
「医師会の先輩の先生たちは地域医療
と高齢化社会に対する先見の明があり、
他の地域よりかなり早く、平成9年に医
師会立として訪問看護ステーションを設
けました。これにより、現在では、住み
慣れた家で人生の最後まで穏やかに過
ごせる仕組みができました。また、子ど
ものために慈恵第三病院内で平日の準
夜（午後7時～10時 )に狛江・調布
小児初期救急平日準夜間診療を行って
おり、狛江市と調布市の医師会、慈恵
第三病院の小児科専門医が交替で診察

狛江市医師会会長

石戸谷尚子さん

市民が健康で安全な生活を過ごせるよう活動しています


